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	第１　教育課程編成の一般方針

３　学校における体育・健康に関する指導は、生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて適切に行うものとする。特に、学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については、保健体育科の時間はもとより、技術・家庭科、特別活動などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮しなければならない。



	第２　各分野の目標及び内容

[保健分野]

２　内　容

  (4)　健康な生活と疾病の予防については理解を深めることができるようにする。
イ　健康の保持増進には、年齢、生活環境等に応じた食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続ける必要があること。また、食事の量や質の偏り、運動不足、休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れは、生活習慣病などの要因となること。
３　内容の取扱い

(7)　内容の(4)のイについては、食育の観点も踏まえつつ健康的な生活習慣の形成に結び付くよう配慮するとともに、必要に応じて、コンピュータなどの情報機器の使用と健康とのかかわりについて取り扱うことも配慮すること。



	第２　各学年の目標及び内容

[家庭分野]

２　内　容

B　食生活と自立
(1)　中学生の食生活と栄養について、次の事項を指導する。
ア　自分の食生活に関心をもち、生活の中で食事が果たす役割を理解し、健康によい食習慣について考えること。

　　　イ  栄養素の種類と働きを知り、中学生に必要な栄養の特徴について考えること。

(2)　日常食の献立と食品の選び方について、次の事項を指導する。
ア　食品の栄養的特質や中学生の1日に必要な食品の種類と概量について知ること。

　　　イ  中学生の1日分の献立を考えること。
　　　ウ  食品の品質を見分け、用途に応じて選択できること。

(3)　日常食の調理と地域の食文化について、次の事項を指導する。
ア　基礎的な日常食の調理ができること。また、安全と衛生に留意し、食品や調理用具等の適

切な管理ができること。
　　　イ  地域の食材を生かすなど調理を通して、地域の食文化について理解すること。
　　　ウ　食生活に関心をもち、課題をもって日常食又は地域の食材を生かした調理などの活動につ

いて工夫し、計画を立てて実践できること。　　　
３　内容の取扱い

(2)　内容の「B食生活と自立」については、次のとおり取り扱うものとする。　

　ア　(1)のイについては、水の働きや食物繊維についても触れること。

　　 イ　(2)のウについては、主として調理実習で用いる生鮮食品と加工食品の良否や表示を扱うこと。

　　 ウ　(3)のアについては、魚、肉、野菜を中心として扱い、基礎的な題材を取り上げること。(3)のイについては、調理実習を中心とし、主として地域又は季節の食材を利用することの意義について扱うこと。また、地域の伝統的な行事食や郷土料理を扱うこともできること。

エ　食に関する指導については、技術・家庭科の特質に応じて、食育の充実に資するよう配慮

すること。



	第２　各活動・学校行事の目標及び内容

[学級活動]
２　内　容

(2) 適応と成長及び健康安全
ア　思春期の不安や悩みとその解決

　イ　自己及び他者の個性の理解と尊重
　ウ　社会の一員としての自覚と責任
　エ　男女相互の理解と協力
　オ　望ましい人間関係の確立
　カ　ボランティア活動の意義の理解と参加
　キ　心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
　ク　性的な発達への対応

　ケ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
[学校行事]

２　内　容

(3)　健康安全・体育的行事

　　　心身の健全な発達や健康の保持増進などについての理解を高め、安全な行動や規律ある集団行
動の体得、運動に親しむ態度の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上などに資するような活
動を行うこと。
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